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第
六
十
九
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

第
四
十
四
条
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
損
失
の
補
償
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
六
十
九
条
第
三
項
を
削
る
。

第
七
十
一
条
第
一
項
中
「
若
し
く
は
認
定
」の
下
に「（
以
下
こ
の
条
及
び
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て「
許

可
等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
詐
偽
」
を
「
偽
り
」
に
、「
許
可
、
承
認
又
は
認
定
」
を「
許
可
等
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
許
可
、
承
認
又
は
認
定
」
を
「
許
可
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」を「
第

四
十
四
条
第
四
項
又
は
前
二
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
第
二
項
中
「
第
六
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
を
「
第
四
十
四
条
第
六
項
及
び
第
七
項
」
に
、「
場

合
」
を
「
規
定
に
よ
る
損
失
の
補
償
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
の
二
第
三
項
中
「
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
二
項
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条

第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同

条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

道
路
管
理
者
は
、
こ
の
法
律
（
次
項
に
規
定
す
る
規
定
を
除
く
。）の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
国
土
交

通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
る
許
可
等
を
受

け
た
者
に
対
し
、
道
路
管
理
上
必
要
な
報
告
を
さ
せ
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
当
該
許
可
等
に
係
る
行
為
若
し
く
は

工
事
に
係
る
場
所
若
し
く
は
当
該
許
可
等
を
受
け
た
者
の
事
務
所
そ
の
他
の
事
業
場
に
立
ち
入
り
、
当
該
許
可
等

に
係
る
行
為
若
し
く
は
工
事
の
状
況
若
し
く
は
工
作
物
、
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

第
七
十
五
条
第
六
項
中
「
第
六
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
を
「
第
四
十
四
条
第
六
項
及
び
第
七
項
」
に
、「
場

合
」
を
「
規
定
に
よ
る
損
失
の
補
償
」
に
改
め
る
。

第
九
十
一
条
第
二
項
中
「
第
七
十
二
条
」
の
下
に
「
、
第
七
十
二
条
の
二
（
第
二
項
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条

第
四
項
中
「
第
六
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
を
「
第
四
十
四
条
第
六
項
及
び
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
九
十
七
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
四
十
七
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
四
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
（
こ

れ
ら
の
規
定
を
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四
十
七
条
の
二
第
三
項
」
に
、「
、
第

六
十
九
条
」
を
「
、
第
六
十
九
条
第
一
項
並
び
に
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
四
条
第
六
項
及
び
第
七

項
」
に
、「
第
六
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
を
「
第
四
十
四
条
第
六
項
及
び
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
百
三
条
第
一
号
中
「
又
は
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
二
条
第
三
項
」
を「（
第
九
十
一
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
に
改
め
、
同
条
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま

で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

第
三
十
九
条
の
九
（
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理
者

の
命
令
に
違
反
し
た
者

第
百
六
条
第
二
号
中
「
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
二
項
」
を
加
え
、「
同
項
」
を
「
こ
れ
ら
」

に
改
め
る
。

第
百
九
条
中
「
又
は
第
二
十
七
条
」
を
「
、
第
二
十
七
条
又
は
第
四
十
八
条
の
十
九
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
道
路
整
備
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
若
し
く
は
第
六
項
」
の
下
に
「
、
第
四
十
八
条
の
十
九
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
第
八
条
第
一
項
第
二
十
五
号
」
を
「
第
八
条
第
一
項
第
二
十
六
号
」
に

改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
第
三
十
八
号
を
第
三
十
九
号
と
し
、
第
三
十
七
号
を
第
三
十
八
号
と
し
、
同
項
第
三
十
六
号
中

「
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
二
項
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
三
十
七
号
と
し
、
同
項
中
第
三

十
五
号
を
第
三
十
六
号
と
し
、
第
三
十
四
号
を
第
三
十
五
号
と
し
、
同
項
第
三
十
三
号
中「
第
四
十
八
条
の
二
十
四
」

を
「
第
四
十
八
条
の
二
十
七
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
十
四
号
と
し
、
同
項
中
第
三
十
二
号
を
第
三
十
三
号
と

し
、
第
二
十
号
か
ら
第
三
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十

道
路
法
第
三
十
九
条
の
九
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ

り
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

第
八
条
第
二
項
中
「
第
二
十
七
号
、
第
三
十
三
号
又
は
第
三
十
六
号
」
を
「
第
二
十
八
号
、
第
三
十
四
号
又
は
第

三
十
七
号
」
に
、「
又
は
第
三
十
三
号
」
を
「
又
は
第
三
十
四
号
」
に
、「
前
項
第
二
十
七
号
」
を「
前
項
第
二
十
八
号
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
二
十
七
号
、
第
三
十
一
号
若
し
く
は
第
三
十
三
号
」
を
「
第
二
十
八
号
、
第
三
十
二

号
若
し
く
は
第
三
十
四
号
」
に
、「
第
一
項
第
二
十
七
号
」
を
「
第
一
項
第
二
十
八
号
」
に
、「
第
一
項
第
三
十
六
号
」

を
「
第
一
項
第
三
十
七
号
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
三
十
三
号
」
を
「
第
三
十
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第

四
項
中
「
第
二
十
号
ま
で
、
第
二
十
二
号
か
ら
第
二
十
七
号
ま
で
、
第
二
十
九
号
か
ら
第
三
十
一
号
ま
で
又
は
第
三

十
三
号
か
ら
第
三
十
七
号
ま
で
」
を
「
第
二
十
一
号
ま
で
、
第
二
十
三
号
か
ら
第
二
十
八
号
ま
で
、
第
三
十
号
か
ら

第
三
十
二
号
ま
で
又
は
第
三
十
四
号
か
ら
第
三
十
八
号
ま
で
」
に
、「
第
九
号
か
ら
第
三
十
七
号
ま
で
」
を
「
第
九
号

か
ら
第
三
十
八
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
十
六
号
、
第
三
十
一
号
、
第
三
十
二
号
及
び
第
三
十
七

号
」
を
「
第
二
十
七
号
、
第
三
十
二
号
、
第
三
十
三
号
及
び
第
三
十
八
号
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
十
一

号
又
は
第
三
十
二
号
」
を
「
第
三
十
二
号
又
は
第
三
十
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
第
一
項
第
二
十
三
号
又

は
第
三
十
四
号
」
を
「
第
一
項
第
二
十
四
号
又
は
第
三
十
五
号
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
第
十
一
号
中
「
前
条
第
一
項
第
二
十
四
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
二
十
五
号
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
第
六
項
」
の
下
に
「
、
第
四
十
八
条
の
十
九
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
第
三
十
五
号
を
第
三
十
六
号
と
し
、
第
三
十
四
号
を
第
三
十
五
号
と
し
、
第
三
十
三
号
を
第

三
十
四
号
と
し
、
同
項
第
三
十
二
号
中
「
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
二
項
」
を
加
え
、
同
号
を

同
項
第
三
十
三
号
と
し
、
同
項
中
第
三
十
一
号
を
第
三
十
二
号
と
し
、
第
三
十
号
を
第
三
十
一
号
と
し
、
同
項
第
二

十
九
号
中
「
第
四
十
八
条
の
二
十
四
」
を
「
第
四
十
八
条
の
二
十
七
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
十
号
と
し
、
同

項
中
第
二
十
八
号
を
第
二
十
九
号
と
し
、
第
十
六
号
か
ら
第
二
十
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
五
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
六

道
路
法
第
三
十
九
条
の
九
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ

り
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

第
十
七
条
第
二
項
中
「
第
二
十
三
号
、
第
二
十
七
号
、
第
二
十
九
号
又
は
第
三
十
二
号
」
を
「
第
二
十
四
号
、
第

二
十
八
号
、
第
三
十
号
又
は
第
三
十
三
号
」
に
、「
前
項
第
二
十
三
号
」
を
「
前
項
第
二
十
四
号
」
に
改
め
、
同
項
た

だ
し
書
中
「
第
二
十
九
号
」
を
「
第
三
十
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
第
一
項
第
十
二
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
十
一
号
中
「
第
四
十
八
条
の
二
十
三
」
を
「
第
四

十
八
条
の
二
十
六
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
十
号
中
「
第
四
十
八
条
の
二
十
二
第
一
項
」

を
「
第
四
十
八
条
の
二
十
五
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
九
号
中
「
第
四
十
八
条
の

二
十
第
一
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
二
十
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
八
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

道
路
法
第
四
十
八
条
の
十
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
す
る
こ
と
。

第
三
十
一
条
第
一
項
第
十
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
九
号
中
「
第
四
十
八
条
の
二
十
三
」
を
「
第
四
十

八
条
の
二
十
六
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
八
号
中
「
第
四
十
八
条
の
二
十
二
第
一
項
」を「
第

四
十
八
条
の
二
十
五
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
七
号
中
「
第
四
十
八
条
の
二
十
第
一

項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
二
十
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

七

道
路
法
第
四
十
八
条
の
十
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
す
る
こ
と
。

第
三
十
五
条
中
「
第
八
条
第
一
項
第
二
十
三
号
」
を
「
第
八
条
第
一
項
第
二
十
四
号
」
に
、「
第
十
七
条
第
一
項
第

十
九
号
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
第
二
十
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
中
「
第
八
条
第
一
項
第
二
十
六
号
又
は
第
十
七
条
第
一
項
第
二
十
二
号
」
を
「
第
八
条
第
一
項
第
二

十
七
号
又
は
第
十
七
条
第
一
項
第
二
十
三
号
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
第
三
項
中
「
第
八
条
第
一
項
第
二
十
三
号
若
し
く
は
第
十
七
条
第
一
項
第
十
九
号
」
を
「
第
八
条
第

一
項
第
二
十
四
号
若
し
く
は
第
十
七
条
第
一
項
第
二
十
号
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
第
三
項
中
「
道
路
法
」
の
下
に
「
第
四
十
四
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、」を
加
え
、「
、
第
六
十
七

条
及
び
第
六
十
九
条
」
を
「
及
び
第
六
十
七
条
」
に
改
め
、「
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
同
法
第
四
十
四
条
第
五
項
か

ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
中
「
道
路
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
会
社
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
命

令
」
と
あ
る
の
は
「
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
又
は
一
時
使
用
」
と
」
を

加
え
、「
、
同
法
第
六
十
九
条
中
「
道
路
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
会
社
」
と
、
同
条
第
一
項
中
「
第
六
十
六
条
又
は

前
条
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
因
り
」
と
あ
る
の
は
「
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立

入
り
又
は
一
時
使
用
に
よ
り
」
と
」
を
削
る
。
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